
日本キリスト者医科連盟（JCMA） 

京都・滋賀部会のご案内 

 † 主の平和 

 陽射しが柔らかくなり、春らしさを感じる頃になりました。COVID-19 の感染もようやく落ち着き、この春は各地

で賑わいがみられそうです。みなさまはいかがお過ごしでしょうか。 

 4月と 5月の例会案内をいたします。これから春の気持ち良い気候になりますので、この 3年間、自粛していた

京都・滋賀部会恒例の遠足を計画しました。 

 4 月は嵐山界隈の散策です。「秦河勝（はだの かわかつ）氏」縁の太秦広隆寺と清涼寺を訪ねます。秦氏は、

1500 年ほど前に、精神的な文化・文明、知識・技術を携えて、朝鮮半島から渡来した氏族です。葛野川（現在の

桂川）に大堰を作り、流域一帯を灌漑して豊かな農地にするなど、地域開発に大きく貢献しました。太秦広隆寺は、

秦河勝氏が建立しました。清涼寺は、もともと光源氏のモデルといわれる源融の別荘棲霞観(せいかかん)があっ

た場所で、後に秦氏の出身である奝然（ちょうねん）が釈迦如来の信仰の場として発展させました。安置されている

釈迦如来像は、国宝に指定されています。 

 5月はいわくら病院と岩倉界隈の散策です。いわくら病院は、精神医療を主とする病院です。昨年 12月の例会

で、前院長の崔秀賢さんを通して、いわくら病院が精神科の患者さんに対する医療や社会のノーマライゼーション

のために、閉鎖病棟から開放病棟に取り組まれたことや地域とどのように連携してきたかを学びました。ぜひ訪問

して、現地でお話しを聞きたいということになりました。当日は、看護部長の武田慎太郎さんがお話しをしてくださ

います。岩倉は、平安時代から心の病に関わってきた地でもあり、近くに精神科を主とする北山病院もあります。

直ぐ北向かいは庭園で有名な岩倉実相院があります。庭には天然記念物「モリアオガエル」が生息していますの

で、5月は「床みどり」とともに、モリアオガエルも見ることができるのではないかと思います。 

部会の参加費は、無料（カンパ歓迎）です。関心のある方はどなたでも自由にお越しください。 

４月 日時 ２０２3年４月 2２日（土）  14：00～17：00  日没頃まで 

会場    嵐山界隈     渡月橋のたもと（三条通側）に集合 

    徒歩で清涼寺へ、その後京福電鉄嵐山線に乗り、太秦広隆寺へ 

テーマ    「春の遠足 嵐山界隈の散策 秦河勝氏の足跡をたどる」 

５月 日時 ２０２3年５月２７日（土）  14：00～17：00 

会場  京都市左京区岩倉上倉町１０１ 

  いわくら病院玄関前に集合 

  京都バス 21番・23番岩倉実相院行き  

（四条河原町→三条京阪→出町柳→高野橋東詰→花園橋→岩倉駅→終点） 

テーマ 「いわくら病院の見学と岩倉界隈の散歩」 

講師      武田 慎太郎さん  （いわくら病院看護部長） 

 

 

 ＊連絡・お問い合わせ   
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